
 
  



 
 
～講評～ 
1 多項式を展開したときの係数を求める問題 

(1)～(3)は落とせない。(4)は 1～n までの異なる 2 数の積の総和であることに気付けば解ける。(5)は 1～n まで
の異なる 3 数の積の総和であるが、計算が面倒。 
2 平面図形 
面積や角の二等分線の長さなどを求める典型的な問題で、ミスなく得点したい。 

3 微分 
(1)(2)は基本問題。(3)もそれ程難しくはない。 

 
昨年度後期と比べて易化。大問 1 の後半を後回しにして、大問 2、3を先に解くべきだったでしょう。合格には 7

割 5分はとっておきたいところ。 


